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す
も
と
に
な
る
。
二
十
世
紀
中
葉
の

今
日
は
、
機
械
と
技
術
化
の
時
代
と

い
わ
れ
る
。
多
く
の
人
女
が
機
械
と

と
も
に
働
い
て
い
る
。

　
こ
れ
が
た
め
機
械
を
利
用
す
る
は

す
の
人
間
が
、
か
え
っ
て
機
械
に
コ

キ
使
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
と
心

配
す
る
向
き
も
あ
る
．
い
わ
ぱ
技
術

の
目
ま
ぐ
る
し
い
進
歩
と
人
間
と
を

一
直
線
上
に
結
び
つ
け
る
考
え
方
で

あ
る
。
し
か
し
、
こ
こ
に
大
き
な
問

題
が
あ
る
。

　
機
械
の
発
達
が
直
ち
に
、
人
間
機

械
化
に
は
ね
返
る
と
は
、
必
す
し
も

い
え
な
い
。
な
る
ほ
ど
影
響
を
受
け

て
「
人
間
を
失
格
」
す
る
も
の
も
あ

ろ
う
が
、
そ
う
な
ら
な
い
人
も
多
い

両
者
の
間
に
は
、
必
然
性
は
な
い
よ

う
に
思
わ
れ
る
。

　
た
し
か
に
人
間
の
基
礎
面
を
見
た

ら
、
動
物
に
間
違
い
な
い
。
も
と
よ

り
人
間
も
生
物
の
一
種
で
あ
る
。
生

ま
れ
て
く
る
こ
と
も
、
死
ん
で
い
く

こ
と
も
、
他
の
生
物
と
共
通
で
あ

る
。
衣
食
住
の
生
活
に
、
動
物
的
で

あ
る
こ
と
は
、
何
人
も
否
定
し
得
な

い
。

　
人
聞
が
煩
悩
具
足
で
あ
る
の
も
動

物
性
を
も
っ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
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器
” ら

ゆ
る
悪
徳
を
す
る
。
一
家
心
中
も

あ
り
、
誘
か
い
事
件
も
起
こ
る
。
こ

れ
ら
は
み
ん
な
、
人
間
の
動
物
性
が

そ
う
さ
せ
る
。

　
動
物
性
の
面
か
ら
見
た
ら
、
人
間

の
尊
厳
性
な
ん
か
は
、
ち
ょ
っ
と
考

え
ら
れ
な
い
．
し
か
し
多
く
の
人
間

は
、
単
な
る
動
物
性
に
つ
き
る
も
の

　
清
津
峡
バ
ス
の
終
点
よ
り
十
二

線
を
入
る
こ
と
約
四
♂
、
途
中
猿

倉
ト
ン
ネ
ル
砥
沢
橋
が
あ
り
、
少

し
左
手
へ
村
道
土
倉
、
倉
下
線
入

口
が
あ
る
。
そ
こ
を
上
る
と
倉
下

部
落
で
あ
る
。
こ
こ
よ
り
一
計
余

り
、
今
秋
完
成
を
め
ざ
し
て
工
串

中
の
村
道
は
、
真
新
し
い
双
倉
梅

を
渡
り
、
も
う
少
し
で
土
倉
部
落

ま
で
車
の
乗
り
入
れ
が
可
能
に
な

る
状
態
に
あ
る
。

　
土
倉
二
十
二
軒
、
倉
下
十
軒
の

両
部
落
は
、
東
西
南
北
山
に
囲
ま

れ
、
す
り
ば
ち
を
想
わ
せ
る
地
形

の
中
に
人
口
約
百
七
十
名
の
人
女

が
生
活
し
て
い
る
。
五
5
六
飯
前

ま
で
、
生
活
必
需
品
の
す
べ
て
は

一
時
間
以
上
も
か
か
る
山
坂
を
背

負
わ
ね
ば
手
に
入
れ
る
こ
と
は
で

き
な
か
っ
た
。
中
里
村
の
中
心
雌

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
”
舶 じ

め
て
人
間
は
尊
厳
性
を
も
つ
こ
と

が
出
平
る
。

　
八
間
の
か
ら
だ
は
、
物
質
エ
ネ
ル

ギ
ー
を
も
と
に
、
元
素
と
細
胞
の
組

織
体
で
あ
る
。
む
ろ
ん
、
こ
れ
ら
は

人
間
の
動
物
性
の
基
礎
を
な
す
が
こ

の
身
体
性
な
し
に
、
精
神
の
発
達
す

る
場
は
な
い
．
だ
か
ら
心
身
一
体
、

へ
出
る
の
に
当
時
は
、
峠
越
え
を

　
一
時
間
余
り
も
し
な
い
と
山
崎
行

の
バ
ス
に
の
れ
な
か
っ
た
よ
う
な

地
形
上
、
行
政
関
係
を
除
い
た
外

は
ほ
と
ん
ど
石
打
方
面
へ
出
入
り

し
て
い
た
。

　
倉
下
部
落
か
ら
約
十
五
分
位
登

る
と
↑
二
峠
山
頂
が
あ
る
。
南
魚

　
　
く
部
落
紹
介
V

　
　
　
　
土
倉
、

沼
と
中
魚
沼
の
郡
境
に
あ
る
こ
の

も
の
か
ら
、
組
み
た
て
ら
れ
て
い

る
。

　
仏
界
に
は
十
界
互
具
の
思
想
が
あ

る
。
人
間
は
十
界
を
一
身
に
か
ね
具

え
て
い
る
。
こ
の
考
え
方
は
、
現
代

の
私
ど
も
が
存
在
諸
層
の
結
び
つ
き

と
し
て
、
人
間
を
解
釈
す
る
の
と
軌

を
一
つ
に
す
る
。
諸
層
の
う
ち
一
番

チ
ョ
ッ
ビ
リ
さ
び
し
い
。

　
春
は
山
菜
が
食
卓
を
色
ど
り
、

夏
は
避
暑
地
と
し
て
、
さ
ら
に
秋

に
は
、
キ
ノ
コ
か
ら
山
ぶ
ど
う
、

あ
け
び
が
豊
冨
に
し
か
も
簡
単
に

手
に
入
る
。

　
し
か
し
、
冬
と
も
な
れ
ば
こ
れ

ら
は
一
変
し
、
陸
の
孤
島
と
化
し

　
⑭

倉
下
部
落

山
頂
よ
り
の
眺
め
は
素
晴
し
く
、

石
打
、
湯
沢
等
の
魚
沼
盆
地
を
一

望
で
き
る
。
真
夏
の
涼
風
も
こ
の

峠
な
ら
で
は
の
も
の
が
あ
り
、
道

路
開
通
で
人
影
も
少
な
く
な
っ
て

き
た
十
二
峠
山
頂
が
、
人
々
か
ら

忘
れ
ら
れ
よ
う
と
し
て
い
る
姿
は

住
民
と
白
い
魔
物
と
の
た
た
か
い

が
は
じ
ま
る
。
半
年
間
も
の
雪
が

住
民
を
苦
し
ま
せ
る
悩
み
の
種
で

あ
っ
て
、
今
両
部
落
の
最
大
の
望

み
は
十
二
線
早
期
貫
通
で
あ
る
。

約
八
百
米
余
の
ト
ン
ネ
ル
完
成
に

ょ
っ
て
、
石
打
へ
通
す
る
。

　
十
二
線
工
事
の
完
成
に
よ
っ
て

”
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期

待
さ
れ
る

山
村
振
興
法
の
指
定

　
経
済
の
高
度
成
長
の
中
で
、
人
口

が
都
市
に
集
中
し
、
い
わ
ゆ
る
人
口

の
過
密
化
が
大
き
な
間
題
と
な
っ
て

い
る
が
、
一
方
人
口
減
少
の
た
め
、

防
災
、
教
育
、
保
健
な
ど
地
域
社
会

と
し
て
の
基
礎
条
件
の
維
持
が
困
難

と
な
り
、
資
源
の
合
理
的
利
用
が
で

き
す
、
生
産
機
能
が
低
下
し
て
い
る

地
域
、
い
わ
ゆ
る
過
疎
地
域
が
大
き

な
社
会
問
題
と
な
っ
て
い
る
。

　
山
村
振
興
に
つ
い
て
は
、
従
来
か

ら
種
々
の
対
策
が
講
じ
ら
れ
て
き
た

が
、
総
合
的
な
方
向
す
け
や
強
力
な

財
政
措
置
の
裏
す
け
等
が
欠
け
て
お

り
、
産
業
基
盤
の
整
催
、
生
活
環
境

等
、
後
進
性
か
ら
脱
却
で
き
な
い
地

域
に
対
し
て
、
国
は
地
域
格
差
の
是

正
を
強
く
推
進
す
る
た
め
、
昭
和
四

十
年
に
山
村
振
興
法
を
制
定
し
て
い

る
。
こ
の
法
律
の
施
行
に
よ
り
、
四

十
三
年
度
ま
で
に
全
国
で
、
四
百
八

十
二
而
町
村
が
振
興
山
村
と
し
て
指

定
さ
れ
、
事
業
が
行
な
わ
れ
て
き
て

い
る
が
、
本
年
度
は
全
国
で
二
百
の

市
町
村
が
、
調
査
地
域
と
な
り
、
現

在
調
査
が
す
す
め
ら
れ
で
い
る
。

　
山
村
振
興
法
の
指
定
基
準
に
よ
れ

ぱ
、
第
一
に
旧
市
町
村
単
位
で
、
林

野
率
が
七
十
五
％
以
上
、
八
口
密
度

が
一
診
当
り
一
・
一
六
人
未
満
と
な

っ
て
お
り
、
中
里
村
は
当
初
こ
の
指

定
基
準
に
該
当
し
な
か
っ
た
の
で
あ

る
が
、
そ
の
後
、
国
へ
陳
情
を
か
さ

ね
、
ま
た
四
十
三
年
度
に
お
け
る
林

野
面
積
調
査
等
の
結
果
、
旧
倉
俣
村

の
地
域
が
林
野
墨
七
十
五
％
以
上
で

あ
る
こ
と
が
判
明
し
、
本
年
度
に
霜

い
て
国
の
調
査
地
域
と
な
っ
た
の
で

あ
る
。

　
こ
の
法
律
は
、
ま
す
山
村
の
実
態

一
を
把
握
し
、
そ
の
上
に
立
っ
て
振
興

の
目
標
を
明
示
し
、
そ
の
目
標
達
成

の
た
め
必
要
な
措
置
を
定
め
、
地
域

の
経
済
力
を
培
養
し
、
住
民
福
祉
の

向
上
を
は
か
り
、
地
域
格
差
の
是
正

に
寄
与
す
る
と
う
た
っ
て
い
る
。
具

体
的
な
内
容
と
し
て
は
、
①
交
通
施

策
、
②
通
信
施
策
、
③
産
業
の
生
産

基
盤
施
策
、
④
産
業
の
経
営
近
代
化

施
策
、
⑤
文
教
施
策
．
⑥
社
会
生
活

環
境
施
策
、
⑦
国
土
保
全
施
策
、
⑧

観
光
施
策
、
⑨
そ
の
他
（
消
防
等
）

，
と
な
っ
て
お
り
、
振
興
山
村
の
指
定

を
受
け
る
に
は
、
都
道
府
県
知
事
は

市
町
村
と
協
議
の
上
、
知
事
が
国
へ

申
請
す
る
．
こ
の
申
請
に
基
づ
い
て

審
議
会
に
諮
り
、
内
閣
総
理
大
臣
が

決
定
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
こ

れ
ら
施
策
の
目
標
達
成
は
、
十
年
後

に
お
き
、
四
ヵ
年
事
業
で
実
施
す
る

こ
と
に
な
る
が
、
中
里
村
で
も
こ
れ

ら
の
事
業
を
お
り
こ
ん
だ
地
域
総
合

計
圃
を
た
て
る
ぺ
く
、
現
在
ま
で
に

地
域
住
民
の
意
向
調
査
及
び
、
現
況

調
査
を
完
了
し
、
年
内
中
に
は
指
定
ー

を
受
け
る
ぺ
く
、
目
下
役
場
関
係
課

に
お
い
て
作
業
を
す
す
め
て
い
る
。

　
近
年
、
漸
次
、
人
口
が
減
少
し
つ

つ
あ
る
中
里
村
と
し
て
は
、
総
合
的

な
過
疎
対
策
と
し
て
こ
の
機
を
の
が

さ
す
、
山
村
振
興
法
の
指
定
に
期
待

し
た
い
も
の
で
あ
る
。

　
焼
却
出
来
る
ゴ

　
ミ
は

　
　
　
各
人
で
焼
却
を
！

　
経
済
の
成
長
と
共
に
、
ゴ
ミ
も
都

会
な
み
に
多
く
な
り
、
処
理
に
⑯
互

い
困
っ
て
い
る
と
思
わ
れ
ま
す
が
、

焼
却
で
き
る
も
の
は
、
必
す
各
人
で

焼
却
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
、
他
に
お

よ
ぽ
す
迷
惑
も
坐
減
す
る
こ
と
と
思

い
ま
す
．
他
の
人
の
手
を
わ
す
ら
わ

さ
す
、
身
の
ま
わ
り
、
家
の
ま
わ
り

の
廃
物
を
処
理
し
、
衛
生
面
に
も
充

分
気
を
つ
け
て
下
さ
い
。

　
中
里
村
ス
キ
ー

　
協
△
置
結
成

　
こ
の
た
び
左
記
の
日
時
に
拘
い
て

中
里
村
ス
キ
ー
協
会
を
結
成
い
た
し

ま
す
の
で
、
御
賛
同
者
は
御
出
席
下

さ
い
。

　
　
　
記

一
、
日
時
　
九
月
二
十
四
日
、
午
後

　
　
　
　
　
七
時
、
か
ら

二
、
場
所
中
里
村
公
民
舘

便
利
な
定
額

小
為
替

　
郵
便
局
の
定
額
小
為
替
を
ご
存
知

で
す
か
．
同
窓
会
の
会
費
と
か
、
本

代
な
ど
を
送
る
の
に
便
利
で
す
．

　
為
替
金
額
は
「
百
円
」
か
ら
「
千

円
」
ま
で
百
円
き
ざ
み
で
あ
る
ほ
か

「
二
千
円
」
「
三
手
円
」
と
「
午
五

百
円
」
コ
一
千
五
百
円
」
が
あ
り
ま

す
。
料
金
は
千
円
ま
で
十
円
、
二
手

円
ま
で
二
十
円
、
三
千
円
ま
で
三
十

円
…
…
で
す
。

　
為
替
証
書
に
指
定
受
取
人
の
住
所

氏
名
を
書
け
ば
、
普
通
郵
便
で
送
れ

ま
す
。

完成近いライスセンター

も
・
つ
す

ぐ
古
兀
成

ラ
イ
ス
・
セ
ン
タ
巳

　
農
業
構
造
改
善
の
本
年
度
事
業

と
し
て
、
市
之
越
台
地
に
計
圃
さ
れ

た
ラ
イ
ス
セ
ン
タ
ー
（
籾
乾
燥
調
整

施
設
）
は
事
業
実
施
に
際
し
、
事
業

主
体
の
点
で
紆
余
曲
折
は
あ
っ
た
が

最
終
的
に
は
、
村
が
事
業
主
依
と
な

り
、
丸
吉
商
会
が
施
行
し
、
上
山
道

路
を
登
り
つ
め
た
百
二
十
町
歩
の
台

地
に
そ
の
完
成
も
目
前
に
迫
っ
て
い

る
。

　
こ
の
ラ
イ
ス
セ
ン
タ
ー
の
規
模
は

建
坪
二
百
二
十
五
平
方
焼
（
十
層
×

二
十
二
・
五
麿
）
高
さ
十
一
層
の
鉄

骨
平
屋
建
、
乾
燥
施
設
は
、
テ
ン
パ

リ
ン
グ
方
式
の
サ
タ
ケ
M
D
R
十
五

G
六
基
パ
テ
ク
リ
ー
ナ
ー
一
基
、

通
風
タ
ン
ク
六
基
、
予
備
タ
ン
ク
六

基
を
備
え
、
事
業
費
千
六
百
八
十
万

円
で
県
営
開
拓
パ
イ
ロ
ッ
ト
事
業
に

ょ
り
開
田
さ
れ
る
七
十
診
（
四
十
三

年
四
十
診
、
四
十
四
年
三
十
診
）
を

対
象
と
し
、
処
理
能
力
一
日
最
高
四

百
五
十
俵
、
平
均
二
百
七
十
俵
の
籾

を
処
理
す
る
水
佃
面
積
に
し
て
約
一

・
八
5
三
診
が
可
能
で
あ
る
．
完
成

後
は
市
之
越
、
白
羽
毛
、
朴
木
沢
、

朴
木
沢
新
田
、
高
道
山
、
上
山
の
一

部
を
含
め
た
約
九
十
戸
の
農
家
に
よ

る
ラ
イ
ス
セ
ン
タ
ー
利
用
組
合
を
作

り
運
営
す
る
。
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豚
コ
レ
ラ
予
防
注
射
用
ワ

ク
チ
ン
の
変
更
に
つ
い
て

　
家
畜
の
伝
染
病
に
も
、
数
多
く
の
ま
し
た
．
幸
い
に
も
昭
和
三
十
九
年

種
頼
が
あ
り
ま
す
が
、
中
で
も
豚
の
に
、
世
界
中
で
待
ウ
て
い
た
も
の
が

豚
コ
レ
ラ
と
鶏
の
ニ
ュ
ー
カ
ヅ
ス
ル
我
国
に
お
い
て
製
造
に
成
功
し
ま
し

病
は
、
感
染
し
た
ら
必
ら
す
発
病
し
た
．

死
ぬ
と
い
う
こ
と
で
，
多
頭
羽
数
飼
育
　
　
そ
の
後
、
五
庫
間
に
わ
た
り
、
各

の
進
ん
だ
現
在
諄
常
に
大
き
な
間
題
種
の
試
験
を
し
た
と
こ
ろ
、
非
常
に

削
縦
郷
顯
欝
茄
驚
講
織
㌶

法
で
あ
る
こ
と
は
膚
入
蘭
の
伝
染
病
ン
に
切
り
換
え
る
こ
と
に
な
り
ま
し

と
全
く
同
様
で
す
．
従
来
豚
コ
レ
ラ
た
．
従
来
注
射
済
の
豚
に
は
、
緑
色

の
予
防
注
射
に
は
、
ク
リ
ス
タ
ル
．
バ
　
の
金
属
を
耳
に
付
け
ま
し
た
が
、
生

イ
オ
レ
ッ
ト
不
活
化
ワ
ク
チ
ン
と
め
ワ
ク
チ
ン
を
接
種
し
た
も
の
は
赤
色

う
も
の
が
利
用
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
の
耳
標
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
生
ワ

こ
れ
に
も
い
κ
つ
か
の
問
思
点
が
あ
ク
チ
ン
は
以
前
の
も
の
よ
り
子
豚
注

つ
た
こ
と
か
ら
、
も
っ
と
完
全
な
生
射
の
時
期
が
早
く
蹴
っ
て
お
り
ま
す

ワ
ク
チ
ン
の
開
発
が
薙
ま
れ
て
お
り
幽
の
で
子
豚
が
生
れ
た
ら
十
日
以
内
に

草
華
り
⑳
．

奉
仕

　
　
　
田
…
訳
地
返
老
人

　
　
　
ク
ラ
ブ
会
貴

去
る
八
月
十
四
日
、
田
沢
地
区
老

人
ク
ラ
ブ
昇
竜
会
の
会
員
二
十
，
名
近

く
が
、
田
沢
泉
竜
寺
の
境
内
の
草
取
．

り
を
お
こ
な
い
ま
し
た
．

　
老
人
と
い
っ
て
も
、
今
の
老
人
砿

と
て
も
若
く
、
発
刺
と
し
て
い
ま

す
。
心
に
張
り
を
も
っ
て
、
い
つ
ま

で
も
若
℃
、
元
気
で
あ
う
て
濾
し
い

も
の
で
す
．

必
ら
す
分
娩
届
を
出
し
て
下
さ
い
．

ま
た
子
豚
を
出
荷
す
る
前
に
必
ら
す

予
防
注
射
を
済
ま
せ
、
子
豚
を
購
λ

す
る
方
は
注
射
済
の
赤
い
耳
標
を
た

し
か
め
て
下
さ
い
．

　
も
し
中
里
村
で
豚
コ
レ
ラ
が
一
頭

で
も
発
生
し
ま
す
と
、
村
内
全
体
の

豚
の
移
動
が
禁
止
さ
れ
、
出
荷
適
期

の
肉
豚
で
あ
っ
て
も
、
兜
全
に
豚
コ

レ
ラ
が
終
息
す
る
ま
で
出
荷
す
る
こ

と
が
出
来
な
く
な
り
、
豚
コ
レ
ラ
が

発
生
し
た
家
ば
か
り
で
は
な
く
、
村

内
全
養
豚
家
の
損
失
に
な
り
ま
す
。

お
互
に
協
力
し
て
、
豚
コ
レ
ラ
の
侵

入
を
防
ぎ
ま
し
～
う
．

不活化ワクチンと生ワクチンとの比較

郵便局で「傷害保険」

（特約）を扱います

郵
便
局
の
簡
易

保
険
で
は
、
九
月

一
日
か
ら
、
い
ま

ま
で
の
生
命
保

険
に
「
傷
害
保

険
」
を
組
み
合
わ

せ
て
発
売
し
ま

す
。

こ
の
傷
害
保
険

（
特
約
）
は
、
最

近
ふ
え
て
い
る
交

通
事
故
や
思
わ
ぬ

災
害
の
そ
な
え
に

し
て
い
た
だ
く
た
め
、
死
亡
ば
か
り

で
な
く
、
身
体
障
害
、
入
院
に
も
程

不　活　化　ワ　ク　チ　ン 生ワクチン
注　　射　　量 豚の体重により3～10泌 全ての豚が1泌

注　射　方　法 皮　　　下 皮下または筋肉

注　射　回　数 2回（補強）注射が望ましい 1回で…生大丈夫

子豚注射時期 生後50～60日 生後30日以後

抗体発現時期 注射後14～30日以上 注射後10～14日

免疫効果の発現 抗体発現と同時（14～30日以上） 抗体発現前
　（注射後3～4日）

免疫持続期間 約6ケ月 少なくとも1年
　　　（おそらく…生）

免疫の強さ 個体差が大きく強毒で感染することがある 個体差はなく完全に免疫

副　　作　　用 軽い発熱まれにシゴソク 全くない

度
に
応
じ
て
保
険
金
を
支
払
う
と
い

う
保
障
の
範
囲
を
広
げ
た
新
し
い
仕

組
み
で
す
。

　
そ
の
た
め
の
保
険
料
は
、
年
令
、

職
業
に
関
係
な
く
、
保
険
金
百
万
円

に
つ
き
、
毎
月
二
百
円
上
積
み
す
る

だ
け
で
済
み
ま
す
。
ま
た
、
毎
年
、

保
険
を
更
新
す
る
手
間
は
い
ら
す
、

保
険
期
間
は
も
と
に
な
る
簡
易
保
険

が
有
効
な
間
継
続
し
ま
す
。
し
た
が

っ
て
、
保
険
金
も
も
と
に
な
っ
て

い
る
保
険
と
同
じ
額
に
決
め
ら
れ
て

い
ま
す
．

　
た
と
え
ば
、
交
通
事
故
や
思
わ
ぬ

災
害
で
死
亡
し
た
場
合
に
は
、
保
険

金
は
今
ま
で
の
二
倍
支
払
い
か
ら
三

倍
支
払
い
に
な
り
ま
す
（
ク
ロ
ー
バ

ー
保
険
だ
け
は
、
今
ま
で
の
三
倍
支

払
い
か
ら
五
倍
支
払
い
に
な
り
ま

す
）
ま
た
、
同
じ
よ
う
に
し
て
、
身

体
障
害
と
な
っ
た
と
き
に
は
、
そ
の

程
度
に
応
じ
、
保
険
金
の
一
割
か
ら

十
割
ま
で
の
「
傷
害
保
険
金
」
が
支

払
わ
れ
ま
す
し
、
入
院
し
た
と
き
に

は
入
院
日
数
一
日
に
つ
き
保
険
金
の

千
分
の
一
の
「
入
院
保
険
金
」
が
支

払
わ
れ
ま
す
。

　
そ
れ
で
は
、
こ
の
保
険
に
加
入
し

た
場
合
の
保
険
金
支
払
例
を
あ
げ
て

説
明
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

　
保
険
金
二
百
万
円
の
「
傷
害
特
約

付
養
老
保
険
」
の
簡
易
保
険
に
加
入

し
た
場
合

①
傷
害
に
よ
る
死
亡
（
死
亡
保
険

金
）
ー
六
百
万
円
、
養
老
保
険
の
保

険
金
ー
二
百
万
円
、
養
老
保
険
の
倍

額
支
払
分
ー
二
百
万
円
、
傷
害
特
約

の
死
亡
保
険
金
ー
二
百
万
円
．

　
　
　
　
計
ー
六
百
万
円

②
傷
害
に
よ
る
身
体
障
害
（
傷
害
保

険
金
）
1
傷
害
の
程
度
に
応
じ
、
二

十
万
円
か
ら
二
百
万
円
ま
で
。

③
傷
害
治
療
の
た
め
の
入
院
（
入
院

保
険
金
）
ー
入
院
一
日
に
つ
き
二
千

円
。

　
こ
の
よ
う
に
「
傷
害
特
約
付
簡
易

保
険
」
は
、
交
通
事
故
や
思
わ
ぬ
災

難
が
多
い
現
代
の
”
生
活
必
需
品
”

と
い
え
ま
す
．

危
険
物
取
扱

主
任
者
試
験

①
期
日
　
昭
和
四
十
四
年
十
月
二
十

六
日
（
日
）

②
試
験
地
　
新
潟
市
、
長
岡
竃
、
、
高

田
市
、
新
発
田
市

③
試
験
の
種
類
乙
種
第
四
類
危
険

　
物
取
扱
主
任
者
試
験

④
受
験
願
書
受
付
期
間
　
昭
和
四
十

　
四
年
九
月
十
日
よ
り
、
昭
和
四
十

　
四
年
十
月
九
日
ま
で

⑤
受
験
資
格
そ
の
他
の
詳
細
に
つ
い

　
て
は
、
役
場
に
間
い
合
せ
て
く
だ

　
さ
い
。

標

語
の
募
集

一
九
七
〇
年
世
界
農
林
業
セ
ソ

サ
ス
の
た
臼
め
の

　
来
年
の
二
月
一
日
に
行
な
わ
れ
る

一
九
七
〇
年
世
界
農
林
業
セ
ン
サ
ス

の
標
語
を
募
集
い
た
し
ま
す
。

　
い
ま
日
本
の
農
業
は
近
代
化
を
め

ざ
し
て
大
き
く
変
ろ
う
と
し
て
い
ま

す
。
そ
し
て
他
の
産
業
や
都
市
の
人

々
の
生
活
に
負
け
な
い
、
魅
力
の
あ

る
農
業
を
創
り
出
す
た
め
の
努
力
が

農
家
を
は
じ
め
、
多
く
の
人
々
の
間

で
毎
日
つ
づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

◎
一
九
七
〇
年
世
界
農
林
業
セ
ン
サ

ス
は
、
激
し
く
変
っ
て
ゆ
く
日
本
の

一
嚢
と
曇
の
嚢
正
確
に
う
つ
し

と
っ
て
、
日
本
の
農
業
に
正
し
い
進

路
を
与
え
る
た
め
に
行
な
わ
れ
ま

す
。

◎
こ
の
セ
ン
サ
ス
に
農
家
一
戸
一
戸

の
皆
さ
ん
の
協
力
が
え
ら
れ
る
よ
う

傑
作
を
お
よ
せ
く
だ
さ
い
。

〈
応
募
規
定
〉

応
募
資
格
　
制
限
あ
り
ま
せ
ん

応
募
作
品
　
未
発
表
の
も
の

用
　
紙
官
製
は
が
き
で
一
枚
一

　
句
（
応
募
枚
数
は
一
人
三
枚
迄
）

送
り
先
　
県
の
統
計
主
管
課
ま
た
は

　
農
秣
省
、
県
統
計
調
査
事
務
所

締
　
切
昭
和
四
十
四
無
十
月
十

　
日
（
同
日
付
消
印
の
も
の
は
有

　
効
）

不
用
犬
の
買
い
上
げ

毎
月

「
第
三
木
曜
日
」

中
里
寸木

公
民
舘
前
で
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彷
く
青
少
年
の
祭
典

　
　
青
少
年
の
つ
ど
い
仲
鴫
嘲
梛
大
会

　
　
　
　
－
o
月
鳩
日
十
日
町
市
民
体
育
舘
で

　
き
た
る
十
月
十
五
日
、
午
後
一
時

よ
り
十
日
町
市
民
体
育
舘
で
「
青
少

年
の
つ
ど
い
、
中
魚
沼
郡
、
十
日
町

市
大
会
」
が
開
か
れ
ま
す
。
こ
の
大

会
は
、
青
少
年
健
全
育
成
運
動
の
一

つ
と
し
て
、
青
少
年
育
成
県
民
会
議

地
元
市
町
村
、
青
少
年
問
題
協
議
会

等
の
主
催
で
お
こ
な
わ
れ
る
も
の
で

中
魚
沼
郡
、
，
十
日
町
市
を
中
心
と
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
」

識
、
青
少
年
育
成
団
体
の
代
表
な
ど

関
係
者
、
“
約
一
千
名
が
集
い
、
と

も
に
励
ま
し
あ
い
、
手
を
つ
な
ぎ
、

あ
す
の
社
会
を
に
な
う
自
覚
と
奮
起

を
う
な
が
し
、
誓
い
を
あ
ら
た
に
し

よ
う
と
い
う
も
の
で
す
。

　
大
会
の
ブ
ロ
グ
ラ
ム
は
、
十
二
時

か
ら
受
付
、
み
ん
な
で
た
の
し
い
歌

唱
、
牛
後
一
時
開
、
会
式
、
全
員
合
唱

た
勤
労
青
少
年
、
青
少
年
団
体
の
代
詩
の
朗
読
、
励
ま
し
の
言
葉
に
は
じ

村
民

球
技
大
会

卓
球
団
体
、
倉
俣
チ
ー
ム

初
出
場
で
優
勝

去
る
九
月
七
日
、
田
沢
中
体
育
舘

に
お
い
て
、
村
民
卓
球
、
籠
球
大
会

が
盛
大
に
お
こ
な
わ
れ
た
。

　
こ
の
大
会
は
、
村
体
育
協
会
、

公
民
舘
主
催
の
も
の
で
、
毎
年
二
月

か
ら
三
月
に
か
け
て
拘
こ
な
わ
れ
て

い
た
も
の
で
あ
る
が
、
一
人
で
も
．
多

く
の
人
達
か
ら
参
加
を
し
て
も
ら
お

う
と
、
今
年
度
か
ら
稲
刈
前
の
時
期

を
選
び
、
実
施
し
た
訳
だ
が
、
卓
球

に
お
い
て
は
、
阻
体
戦
十
一
チ
ー
ム

籠
球
七
チ
ー
ム
に
よ
っ
て
試
合
が
展
』

開
さ
れ
、
籠
球
の
部
に
お
い
て
は
、
・

日
頃
の
練
習
量
に
も
の
を
い
わ
せ
て

田
沢
中
A
チ
ー
ム
が
三
年
連
続
優
勝

を
し
、
卓
球
団
体
戦
の
部
で
は
、
初

ま
ウ
て
「
現
代
青
少
年
の
役
割
」
に

つ
い
て
、
お
と
な
と
青
少
年
の
意
見

変
換
、
ブ
ラ
ス
バ
ン
ド
演
奏
、
青
少

年
海
外
派
遣
帰
国
報
告
、
新
潟
県
知

事
の
所
感
談
話
、
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン

青
少
年
の
決
意
宣
誓
、
午
後
四
時
閉

会
と
な
っ
て
い
ま
す
．
短
い
時
間
な

が
ら
も
、
勤
労
青
少
年
の
つ
ど
い
に

ふ
さ
わ
し
い
豊
富
な
内
容
が
計
圃
さ

れ
て
い
ま
す
。
大
会
は
止
む
を
得
な

い
都
合
で
、
平
日
と
な
っ
て
い
ま
す

が
、
胃
少
年
の
参
加
に
つ
い
て
職
場

関
係
者
の
ご
理
解
ご
協
力
を
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

　
な
而
こ
の
大
会
に
は
N
H
K
や
各

新
聞
社
、
等
の
報
道
機
関
、
地
元
織

物
工
業
協
同
組
合
、
し
商
工
会
議
所
、

農
協
連
絡
協
議
会
等
の
ご
後
援
を
い

　
　
　
　
　
　
　
へ

た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

、
出
場
の
倉
俣
チ
ー
ム
が
、
が
ぜ
ん
強

み
を
み
せ
、
初
優
勝
を
と
げ
た
。

　
な
お
、
試
合
成
績
は
次
の
と
お
り

騨

◎
卓
球
の
部

、
①
団
体
戦

　
一
位
倉
俣
チ
ー
ム

　
ニ
位
役
場
チ
ー
ム

　
三
位
　
好
卓
チ
ー
ム

．
②
男
子
個
人
戦

　
一
位
　
山
岸
角
太
郎
（
堀
ノ
内
）

　
二
位
鈴
木
健
［
（
倉
俣
）

　
三
位
阿
部
隆
嗣
（
新
屋
敷
）

③
女
手
個
人
戦

　
　
一
位
志
田
ヨ
シ
（
倉
俣
）

　
二
位
　
大
島
　
美
樹
（
田
沢
）

　
三
位
　
島
田
　
文
代
（
倉
俣
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
｝
．

撫
　
難
蟹

多
数
参
加
く
だ
さ
る
よ
う
お
知
ら
せ

い
た
し
ま
す
．

　
　
　
（
社
会
厚
生
課
・
公
民
舘
）

　県青年大会
野球の部で初優勝

　
去
る
八
月
二
十
四

日
、
新
津
市
営
球
場

で
行
な
わ
れ
た
、
第

十
八
回
県
青
年
ス
ポ

ー
ッ
大
会
野
球
の
部

で
、
中
魚
沼
郡
を
代

．
表
し
て
出
場
し
、
一

回
戦
で
南
蒲
を
2
対

1
、
準
決
勝
で
西
頸

城
を
1
対
0
で
退
け

初
優
勝
を
と
げ
た
。

　
こ
れ
は
さ
き
の
、
郡
予
選
で
勝
ち

ぬ
き
、
そ
し
て
南
魚
沼
、
湯
之
谷
に

霜
い
て
の
中
越
予
選
で
は
、
柏
崎
に

7
対
0
、
湯
沢
に
1
対
0
、
寺
泊
に

2
対
0
、
北
魚
に
7
対
0
と
完
封
勝

ち
し
、
県
大
会
に
出
場
し
た
も
の
で

翁
盆
休
み
も
返
上
し
、
強
化
合
宿
も

行
な
い
、
チ
■
ム
ワ
ー
ク
の
と
N
の

い
、
個
八
行
動
の
節
制
と
す
ぺ
て
県

大
会
に
か
け
て
望
ん
だ
も
の
で
あ
る

だ
け
に
、
優
勝
杯
獲
得
に
感
激
も
ひ

と
し
記
。

　
中
里
チ
ー
ム
、
こ
こ
に
あ
り
、
と

県
下
に
そ
の
名
を
し
ら
し
め
た
訳
で

あ
る
。

NN＼

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
決
勝
戦
で
新
発
田
を
2
対
1
と
破
り

「
み
の
り
の
秋
」
「
読
轡
の
秋
」

「
ス
ポ
ー
ツ
の
秋
」
等
と
昔
か
ら

言
わ
れ
る
よ
う
に
四
季
の
う
ち
で

秋
は
最
も
豊
か
さ
を
感
じ
さ
せ
て

く
れ
ま
す
。
高
度
工
業
化
し
た

い
ま
の
社
会
で
は
、
都
会
に
住
む

若
者
に
と
っ
て
は
、
た
だ
春
夏
秋

冬
、
そ
れ
ぞ
れ
の
レ
ジ
ャ
ー
の
楽

し
み
へ
の
期
待
だ
け
か
も
知
れ
ま

せ
ん
が
、
わ
が
中
里
の
村
民
に
し

て
み
れ
ぱ
四
季
の
変
化
の
美
し
さ

を
感
じ
、
自
然
の
生
命
の
呼
吸
を

感
じ
る
心
は
、
い
さ
＼
か
も
希
薄

に
な
っ
て
い
る
と
は
思
わ
れ
ま
せ

ん
。
秋
は
や
は
り
美
し
い
、
さ
わ

や
か
で
快
い
。
こ
う
感
じ
る
心
を

　
　
無
事
故
で
収
穫
の
よ
ろ
こ
び
を
！

　
　
　
　
　
ー
秋
の
農
繁
期
防
犯
1

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〈
田
沢
駐
在
所
V

的
蜷
響
灘
讐
蕪
＠
雛
肇

な
か
に
収
穫
の
よ
ろ
こ
び
に
胸
を
ふ
し
い
収
穫
を
無
事
に
終
り
ま
し
ょ
う

く
ら
ま
せ
て
お
ら
れ
る
こ
と
で
し
ょ
　
一
、
家
に
も
車
に
も
カ
ギ
を

う
。
し
か
し
農
繁
期
に
は
空
巣
を
は
二
一
、
忙
し
く
て
も
幼
児
か
ら
目
を
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

じ
め
、
水
の
事
故
、
火
災
な
ど
い
ろ
　
　
な
さ
す
に

芋
ど
も
の
う
ち
か
ら
充
分
満
き
つ
　
　
さ
て
、
二
学
期
を
迎
え
て
九
月

さ
せ
て
や
り
た
い
と
思
い
ま
す
。
　
の
三
重
点
を
次
の
よ
う
に
考
え
て

　
ま
た
反
面
、
感
動
深
い
収
穫
の
　
み
ま
し
た
。

大
き
い
喜
び
が
過
ぎ
て
い
く
と
、
　
①
夏
休
み
の
惰
性
か
ら
早
く
脱
却

秋
は
も
は
や
老
い
て
、
そ
こ
に
は
　
　
を

冬
と
い
う
季
節
が
ま
っ
て
ま
す
．
　
②
良
習
慣
は
継
続
の
方
向
へ

二
学
期
を
迎
え
て

　
　
　
　
田
沢
小
学
校
長
西
野
政
男

荒
り
よ
う
と
し
た
冬
を
迎
え
る
気
　
③
生
活
に
張
り
を

持
は
、
日
暮
れ
の
さ
び
し
さ
に
も
　
　
①
は
申
す
ま
で
も
な
い
と
思
い

似
て
い
ま
す
．
し
か
し
雪
に
向
っ
　
ま
す
。
②
は
子
ど
も
が
夏
休
み
中

て
た
＼
か
う
フ
ァ
イ
ト
を
、
こ
こ
　
に
身
に
つ
け
た
好
ま
し
い
習
慣
に

で
養
い
た
い
と
思
い
ま
す
。
こ
れ
　
対
し
て
そ
の
助
長
を
図
る
意
味
で

が
二
学
期
で
す
．
　
　
　
　
　
　
極
力
ほ
め
て
や
っ
て
く
だ
さ
い
。

③
は
学
習
意
欲
高
揚
の
た
め
に
も

口
で
い
っ
て
励
ま
す
の
も
必
要
で

し
ょ
う
が
、
そ
れ
に
も
増
し
て
効

果
的
な
の
は
、
子
ど
も
の
学
習
の

場
の
環
境
を
整
え
、
フ
ン
イ
キ
を

新
た
に
し
て
や
る
こ
と
で
す
。
た

と
え
ぱ
二
学
期
が
始
ま
っ
た
の
を

機
会
に
、
窓
の
カ
ー
テ
ン
を
取
り

替
え
た
り
、
障
子
の
張
り
替
え
な

ど
を
し
て
、
心
気
一
転
さ
せ
て
出

発
さ
せ
る
く
ふ
う
を
こ
こ
ろ
み
て

く
だ
さ
い
。

　
鼠
も
実
り
の
多
い
学
期
、
勉
強

に
も
運
動
に
も
全
く
あ
つ
ら
え
向

き
の
時
期
を
、
名
実
と
も
に
充
実

し
た
も
の
に
す
る
よ
う
に
過
ご
し

て
ほ
し
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。

三
、
火
あ
そ
び
に
よ
る
火
災
に
注
意

四
、
あ
ま
っ
た
農
薬
の
始
末
を
完
全

　
に

　
点
数
制
度
に
よ
る
行
政

　
処
分

　
交
通
違
反
や
、
交
通
事
故
に
前
も

っ
て
点
数
を
定
め
て
お
き
、
そ
の
合

計
点
数
の
値
に
よ
っ
て
運
転
免
許
の

停
止
や
、
取
消
し
を
す
る
制
度
を
点

数
制
度
と
い
い
ま
す
が
、
こ
の
制
度

が
き
た
る
十
月
一
日
か
ら
施
行
さ
れ

ま
す
。

　
新
学
期
は
交
通
事
故
の

　
季
節

　
今
年
、
変
通
亭
故
で
死
ん
だ
人
が

一
万
人
を
超
え
た
。
こ
と
し
の
八
月

二
十
五
日
ま
で
に
死
ん
だ
十
五
才
未

満
の
子
ど
も
の
数
は
、
午
二
百
十
人

で
す
。
大
切
な
わ
が
子
を
一
瞬
の
で

き
ご
と
で
失
っ
た
り
、
と
り
か
え
し

の
つ
か
な
い
ケ
ガ
を
さ
せ
な
い
よ
う

お
互
い
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

お
し
ら
せ

　
去
る
八
月
二
日
、
田
沢
小
学
校
に

お
い
て
、
お
こ
な
わ
れ
た
子
宮
癌
検

診
の
結
果
、
ど
な
た
に
も
異
常
は
認

め
ら
れ
ま
せ
ん
で
し
た
の
で
、
お
知

ら
せ
い
た
し
ま
す
。

　
　
中
里
文
芸

　
　
　
　
　
ー
九
月
投
句
－

　
　
　
　
　
　
村
山
え
つ
お
選

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
正
乃

　
帝
切
の
児
の
第
一
声
さ
わ
や
か
に

　
　
　
　
　
　
　
（
四
面
へ
続
く
）

艀


